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L は じ め に

L1 ，研 究 目 的

　 本 稿 は ，BNC コ
ーパ ス を利 用 した英 語 教育用

教材の 自動作成 の 方 法 と，作 成 した英 語 教 材 を広

く提 供 する た め の 教材 素材 ウェ ブサイトに つ い て 述

べ る。

　 筆 者 等 は，効 率 的 な教材 開発 の 方 法 を研 究 開

発 して い る。まず ，中 学校
・
高 等学校 で 利用 され る

全 種 類 の 英 語 教 科 書 を 調 査 し，英 語 教 育課 程 で

学 習され て い る英語 文 型 を調 査 した 。そ して ，（株 ）

小 学館 マ ル チ メデ ィア 局 との 共 同研 究 に より，英 語

文 型 をコ ン ピ ュ
ー

タ で 利 用 で きる検 索 式 に 書 き換

え，BNC を使 っ て 文型 パ タ
ー

ン 検索 を実 施 した。抽

出 した英 文 用 例 に 文 型 パ ター
ン に 対応 する 文 法 項

目情報 等 を付 加 して HTML 化 し，英語 教育素材を

提 供 す るウェ ブサイトを構 築 した 。 本サ イトは ， 小 学

館 コ
ーパ ス ネ ッ トワ

ー
ク（SCN ）の サ

ービ ス として 提 供

される。

　 学 習教材作 成 の 効率 化 に加 えて，こ の 取 り組 み

の 背景 に は ，

・教材作 成 が 労働集 約 的 な 作 業 で あ

っ て ，短 時間 に 多様 で 且 っ 大 量 の 教材 が 作 成 で き

な い こと，・
作 成 され た 教 材 内容 の 品 質 を，教 授 者

の 経験 や 学習 量 とい っ た 属 人 的 力 量 に依存 せ ず に

決 め た い こ と，な ど の 閙題 点 の 解 消 に 向けた取 り組

み もある。

L2 ．教 材 素 材 提 供 ウ ェ ブ サ イ ト

　 筆 者 等 は こ れ ま で ，多様 な 学 習要 求 に 適 合 す る

語 学 教 育 方 法 論 （N −Cube ）を研 究 開 発 し て きた

【1，2］。図 1 は，N −Cube を中 心 に した 研 究全 体 の

作 業 工 程 を示 して い る。本 稿 の 内容 が カ バ ー
す る

事 項 は ，図 中 の （3），（5），（6），（7）で ある。（4）の

LTB （Language 　Tool　Box）は ，（株 ）小 学 館 が開 発

した コ ーパ ス 利 用の ため の ソ フ トウェ ア で あ る 。 詳 細

につ い て は ，［3 ，
4］を参 照され た い 。

？）   〕

（1）
（（株）小学鳶が 鬧発）

　 　  

図 1．全 体構成 図

の

　 我 々 は ，教科 書か ら選 び 出 した学 習 項 目 を文

型 パ ター
ン として 検索式 に書 き換 え（3），LTB を利

用 して ，BNC か ら文 型 パ ター
ン を含 む 用例 を抽出

した（5）。抽 出 した 英 文 用 例 に 文 法 項 目情報 等を付

け加 えて HTMI ．化 し，英 語 教 育素材 を提 供 するウ

ェ ブサ イ トを構 築 した（7）。

2．英文 用 例の 自 動抽 出 の 方 法

2 ．1．文 法 項 目 の 選 定

　 日 本 国 内 で 販 売 され る英語 教科書 に 関する 市

場調 査 （売 り上 げ高）を基 準 に 選 択した 31 種 の 英語

の 教 科 書 及 び 日 本 の 英 語 教 育 で 広 く使 わ れ て い る

参考書 4 種を対 象 に 文 法 項 目を調 査し【1，2】，144

の 文法項 目を整 理 した 。 この 144 項 目 は ，

”There
＋is＋名 詞

’1
とい っ た 単純な文 法 項 目 か ら

t「
条件 法

’T
な

どの 難 しい 文 法 項 目ま で含む 。

2．2，文 型 パ タ
ー

ン と検索式作 成

　 144 の 文 法項 目 は 肯定 文 を基 本 とす る 。 そ して

各 文 法 項 目に 対 し，否 定文 や疑 問文 など 14 の 下

位 項 目を設 けた。144 × 14（2016 ）項 目か ら，英語

構 文 として存在 しない 634 の パ タ
ー

ン を除き，総 計

で 1，382 文型 を整 理 し た 。 そ して ，1
，
382 の 英 語 文

型 をコ ン ピ ュ
ータ で 利 用 で きる検 索式 に 書 き換 え
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BNC を使 っ て 文 型 パ タ
ー

ン検索を実 施 した。例 え

ば 「how を使 っ た感 嘆 文 」の 揚 合 ，CQL 式 は 次 の

検 索式 に な る。

　
＾ ｛W ＝”how ”

｝　　 ｛P＝”AJO 　1　AVO
”
｝　　 ［O ，

10】

｛L ＝
1「
！
71

｝＄

2．3．語彙 レベ ル フ ィ ル タ リ ン グ

　 文型 パ タ
ー

ン で 用 例 抽 出 を行 っ た結果 に対 し，
語 彙 レ ベ ル フ ィ ル タリン グす る ことで ，抽 出用 例 の 語

彙 制 御 を 行 っ て い る 。 語 彙 デ ー タ に は

JACET8000 ，小 学館プ ロ グ レ ッ シ ブ 英 和 中辞 典 の

重 要 語 （1800 語 14600 語 ノ8100 語 ）1 ，及 び

SVL 　120002 を用 い た 。語 彙 制 御 をしな い 用 例 に 加

え て
， 少 なくとも JACET8000

， 小 学館プ ロ グ レ ッ シ

ブ英 和 中辞 典 （4600 語 〆8100 語 ）の 語 彙 レ ベ ル で

フ ィル タリン グ した 用 例 の 提 供 を行 う予 定 で あ る。

3．ウ ェ ブサ イ トの 開発

3．2．構 築 し た ウ ェ ブサ イ ト

　 図 3 に 開 発 し た ウェ ブ サ イ トの 様 子 を 示 す 。画

面 左 に は ，文 法 項 目 を 選 択 する リス トボ ッ ク ス が あ

る。画 面 右上 に は ，文 法 項 目（肯定形）の 下 位項 目

の 選 択をするボ タン が 並 ん で い る。

3．1．ウ ェ ブデザ イ ン

　 筆 者 等 は ， 英語 教育素 材 を提供するウェ ブ サ イ

トの 利 用 者 として 現在 ， 中学生 ，高校 生 や大学生

に英 語 を教授する 立 揚 に あ る人 を想 定 して い る。文

型 限 定され ，語 彙 制 限 され た 英 文 用 例 は，恐 らく利

用 者 の 使 い 方 として ，補 助 教材 や テ ス トなどを作 成

す る際 の 英 文 参 照 や サ ン プ ル 利 用 が 考 えられ る 。

　 紙 媒体 の 教科 書 で は，一
般 的 に ，文 法 項 目 名

が 目次 として 強 調 され ，文 法 項 目 が教授 され る順 序

に 配 列 され て い る。利 用 者 が用 例 を見 つ けるため に

用 い るキ
ー

ワ
ー

ドは 文 法 項 目名 で ある と仮 定 し，ウ
ェ ブデザイン は ，文 法項 目名（展 開 項 目を含む）か ら

ウ ェ ブ ペ ージをナ ビ ゲートし，文 型 説 明 が 確 認 でき，
そ して 英文用例が参照で きた り，ダウン ロ

ー
ドで きた

りするデザイン とした （図 2）。

図 2．ウ ェ ブ デザ イ ン
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図 3．開 発 し た ウ ェ ブ サ イ ト

　 文 法項 目 と下位 項 目が 選 択 されると，簡 単 な文

法説 明 文 と共 に，画 面 で 示 すように BNC コ
ーパ ス

か ら抽 出 され た用 例 が 表 示 され ， 同 時 に 画 面右 上

に ダウン ロ
ードボ タ ン が 表 示 され て ， 抽 出用 例をダウ

ン ロ
ー

ドするこ とが で きる 。
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